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本年１月、XQuery 1.0が正式勧告
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ＸＭＬＤＢが続々と登場

順位 技術名 昨年順位
1 IP　ｖ６ 2
2 生体認証 3
3 情報漏洩防止ツール 1
4 ブレード・サーバー
5 RFID 6
6 テスト･品質管理ツール 7
7 デジタル署名 5
8 XML DBMS
9 プロジェクトマネジメント 14
10 SOA 10

着手意向が高い技術トップ１０

出所：情報サービス産業協会
日経コンピュータ2006.11/13号
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ＸＭＬＤＢ勉強会活動

2006. 8.10. 第1回設立準備委員会

10.4. 第1回XMLDB勉強会（XMLDBセミナー併催）

9. 5. 第2回設立準備委員会 設立趣意書提示

11. 2. 第2回XMLDB勉強会

12. 6. 第3回XMLDB勉強会・マーケティング・サブグループ

12. 7. 第3回XMLDB勉強会・技術・サブグループ

各サブグループ、2007年５月まで毎月１回会合

：
：

・ XMLｺﾝｿｰｼｱﾑ Day（2006.12.11）
「XMLDB勉強会、活動の意義と目標」発表

XMLﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ事例ｾﾐﾅｰ参加（2007.1.23）

XMLｺﾝｿｰｼｱﾑWeekにて活動成果発表（2007.5.18）

XMLコンソーシアムイベントへの参加
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リーダー 加藤哲義（サイバーテック）
サブリーダー 藤春康弘（日立システムアンドサービス)

中村知義（ジャステック）
山田敏彦（データディレクトテクノロジーズ）
松谷直輝（データディレクトテクノロジーズ）

３．体制

XMLDB勉強会事務局

技術系サブグループ

ドキュメンテーションチーム

XMLDB実践チーム

マーケティング系サブグループ

活動概要 マーケティング系サブグループ

ベンダー訪問を行い、

その製品の特長とユーザ事例や、実ユーザの生の声を聞く。
それをもとにディスカッション。
訪問記を残す。

日本IBM訪問風景 2006.12.6
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訪問先 マーケティング系サブグループ

日本ＩＢＭ 訪問（2006.12.2）

サイバーテック 訪問（2007.1.10）

日本オラクル 訪問（2007.2.5）

三井物産セキュアディレクション 訪問（2007.4.19）

東芝・メディアフュージョン 訪問（2007.5.24）

活動概要 技術系サブグループ

ドキュメンテーションチーム

XMLDB(Cyber Luxeon)実践チーム

XMLDB(DB２)実践チーム

XMLDB(Xpriori)実践チーム

W3C 「XQuery Use Cases」 翻訳
「W3Cの歩き方」みたいなものもつくれたら

実際にXMLDBを使って勉強しなが
らXMLDB導入ステップの考察、
利用方法を考えていく。
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XMLDBの位置づけ

XMLDB

XML=意味の構造

RDB

DB=システムの構造

人為的変換

意味の構造からシステムの構造への変換

機械的変換

スキーマレス

||

テーブル設計と
マッピング
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XMLDBの特性

スキーマレスに格納
XMLDB

トランザクション管理

ファイル

ノード

エレメント

抽出
更新
追加
削除

機械的変換

XMLDB

機械的変換はユーザは楽な分、製品は苦労する

XMLDB各社は、
この方法にしのぎを
削る。
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ＸＭＬ ＤＢのカテゴリ

データプロセス型

ＸＭＬネイティブＤＢ

検索エンジン型

ＲＤＢハイブリッド型

日本ＩＢＭ 訪問

2006.12.2.

以下、当日の日本IBM様からの資料を引用しています。
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日本オラクル 訪問

2007.2.5.

以下、当日の日本オラクル様からの資料を引用しています。

当日使われた日本オラクル社の
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サイバーテック 訪問

2007.1.10.

以下、当日のサイバーテックからの資料を引用しています。
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・Cyber Luxeonに観るXMLDBのフェロモン

・ユーザ事例から観るXMLDB実践の足跡

・ユーザ直言

石川島播磨重工株式会社・宇宙航空事業本部

生産管理部 宮下幹夫様

・ディスカッション

「XMLDBフェロモンの嗅ぎ方とそのユーザ像」

アジェンダ

第１部 13:30～15:00

第２部 15:15～17:00

OBJECT DB

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
<実験DATA管理システム>
<実験情報>

<実験名>高圧抗菌実験</実験名>
<GROUP名>基礎解析第3グループ</GROUP名>
<報告者>加藤哲義</報告者>

</実験情報>
<実験結果内容>

<試験条件>
<溶媒>生理的食塩水</溶媒>
<放置時間>24</放置時間>
<メッシュサイズ></メッシュサイズ>
<サンプル量>500CC</サンプル量>

</試験条件>
<測定項目>

<スチレン量>10%</スチレン量>
<アクリロニトル量>10%</アクリロニトル量>
<塩素量>10%</塩素量>
<エポキシ量>ephr</エポキシ量>

</測定項目>
</実験結果内容>
</実験DATA管理システム>

ＸＭＬをパーシングして
階層的なＤＯＭオブジ
ェクトに変換

ＤＯＭオブジェクトのまま
内蔵のOODBに格納

検索（XPath・XQuery）
追加更新（XUG）

検索、更新の際はメモリ上に
DOMオブジェクを展開して
メモリスピードで処理（XMLキャッシュ）

メモリ

データ管理プロセス
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XMLデータはメモリ上に配置され、メモリアクセスで
データ処理が行われる（XMLキャッシュ機構）。

このXMLキャッシュはサーバーを増設することで、
パラレル化でき、スケールアウトによる段階的な
性能強化が可能となる（分散キャッシュ機構）。

分散キャッシュにおいても、各サーバ間のデータの
整合性をとる機構がとられており、複数サーバによる
巨大な論理DB空間を形成することが可能。

特長２：分散キャッシュ機構

複数サーバにＸＭＬキャッシュを分散可能

データ規模拡大

クライアントアクセス増大

スケールアウトに性能強化ができる

サーバ間のデータ整合
性は自動的に保証。
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フォルダーに投入されたｘｍｌファイルを横断してタグ検索、
更新、削除できる。これにより階層的なフォルダー１つ１つ
を仮想的なＤＢとして扱える。

売上ＤＢ

特長3：フォルダーＤＢ機構

関東地区

関西地区

中部地区

東京売上.xml

千葉売上.xml

神奈川売上.xml

・・・・

フォルダーに投入されたｘｍｌファイルを横断してタグ検索、
更新、削除できる。これにより階層的なフォルダー１つ１つ
を仮想的なＤＢとして扱える。

特長3：フォルダーＤＢ機構

関東地区

関西地区

中部地区

売上ＤＢ
・・・

＝

関東地区売上ＤＢ

ファイル横断的な
Xpath, Xquery, XUG
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エンジン整備作業記録の電子化

石川島播磨重工業殿

宇宙航空事業本部生産管理部
宮下幹夫様による「ＸＭＬＤＢ勉強会
（2007年1月10日）講演より抜粋

ユーザ直言

整備作業、指示記録の電子化ニーズ

・顧客である航空会社及びその所轄機関へ管理精度向
上に向けた取り組みが必要。

・管理制度向上のため文章をデータとして扱えるシステ
ムが必要とされた。

・従来からEXCEL（VBマクロ）で管理していたが、デー
タ量の増加に対応出来なくなった。

システム化の背景
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作業指示記録の電子化ニーズ

階層型ＤＢ
整備（指示と記録）情報はエンジンを構成する各階層レベルに対
応することが必要であり、必然的に『DBの階層構造化が可能な
こと』が条件。

関連システムとのリンク
重複入力を防止するために、現在稼働中システムとのリンクがリ
アルタイムに可能であること。

システム化の要件

４０階層

Hgw3.lnk

…...
...………
…………
…………
・・・・・・・・

製品の各レイヤに対し割り当てられる
業務内容、関連ドキュメント、担当者情
報などが一元的にXMLでデータ化され
Cyber Luxeonに格納しシステム化され
ている。

製品構造と業務プロセスの統合モデル
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ＸＭＬＤＢ導入成果

1. 整備情報管理
エンジン構成を表す階層構造は最小で３、多い場合は数十階層に細分化
XMLデータベースは理論的には無制限であり、且つ容易に構造変更が可能
当初は40階層まで検討したが、管理コストを考慮して現在は5階層程度

スキーマレスによる項目変更へのフレキシビリティの高さ
短期間での開発においては、確定済み仕様と検討中の仕様を混在させながら進めざるを得
ないケースが多い。
今回も同様の状況下での開発を進めたが、項目増減（DB変更）が日程に影響を与えることな
く開発を可能にした。

リソースの有効活用
既に既存システムの端末が数多く設置されていることから、現有機器を使用することを前提に
WEB系システムとし、これと親和性の高いXMLデータベースを採用することでリソースの有
効活用を実現。

電子帳票化対応
XML+FO&PDFを使っての帳票設計・出力・保管が容易に、且つ多種多様な整備記録や作
業記録の電子帳票化要求への対応が可能。

2.

3.

4.

今後の計画

1. レスポンス向上への取り組み
データの増加と共に、レスポンスが悪くなるのはどんなデータベースでも同じ。

構造変更が簡単に出来る強みを生かし、レスポンス向上に向けた構造化を検討。

手順書／記録の電子化推進
作業現場には多くの機種と、それらに対応した数多くの手順書が存在している。
手順書自体は構造化された文書であり、その内容は大きく『指示』と『記録』。
ドキュメント（指示）とデータ（記録）の統合はＸＭＬの主機能であり、今後発展性のある課題。

既存システムとの再編
稼働中システムは汎用系～サーバー系（RDB/XML）と多岐に亘っており、それぞれの強みを
生かした再編（棲み分け）とリンクの推進。

（統合は理想的な姿ではあるが、データの特徴により必ずしもベストではない）

2.

3.
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まとめ Cyber Luxeonのポジション

データの出し入れの柔軟さ

データ統合の柔軟さ

基幹

クライアント

統合情報ハブ

ＸＭＬ

XSL
電子フォーム

XMLDBを使うこと

ファイル管理のアバウトさとデータ処理の利便性

の両立

使い途は後から出てくる、みたいなブログのノリ
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ベンダー訪問

参加者とのディスカッション拾い読み

まとめ

XMLDB勉強会の特質と期待
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マーケティング系サブグループ

技術系サブグループ

ユーザ事例

XMLDBの
適用領域

XQuery, XMLDBの特徴

帰納

演繹

XML自体の
適用領域

XMLDBを使うシステム造りのメソトロジー

ゆくゆくは

をつくっていきたい。

完


